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一般社団法人浪速工業会・都島クラブ　現在会員数 ◆ 合計478名

◆Ｍ・機械96名、ＭＥ・機械電気25名◆Ａ・建築80名◆Ｅ・電気・電子工学161名◆Ｃ・土木・都市工学38名◆ＣＩ・工業化学・理数55名◆Ｌ・普通12名◆工専11名

2018年5月19日（土）

平成29年度

総会のご案内
一
般
社
団
法
人 

浪
速
工
業
会　

都
島
ク
ラ
ブ
の
今
年
度
の

総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
多
忙
中
の

こ
と
と
お
察
し
致
し
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
成
30
年
5
月
19
日
（
土
） 

13
時
～
16
時

●
場
所　

東
京
住
友
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　

新
宿
区
西
新
宿
２
・６
・１　

新
宿
住
友
ビ
ル
47
階

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・０
３
・３
３
４
４
・６
２
８
５　
　
　
　
　
　

●
親
睦
会
会
費　

７
、
０
０
０
円
（女
性
会
員
は
４
、
０
０
０
円
）

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
卒
業
の
会
員
は
無
料

　
　

※
同
封
の
返
信
は
が
き
に
出
欠
を
ご
記
入
の
上
、

　
　

3
月
31
日
ま
で
に
必
ず
投
函
し
て
下
さ
い
。

　
　

東京住友クラブ

にて開催します！

特別講演会開催
南極ってどんなところ？

日本南極地域観測隊に参加して

第55次日本南極地域観測隊
E57卒　久保田　弘氏

講師

新宿住友ビル47階

昨年度の総会ご出席者

嶋田　克幸 理事長、大内 維人 学校長　

M26上田英雄　M34石川芳夫　M36西村　功
M38仲西　正　M42前田範行　M42山口忠雄

ME40松本良治　MEH16岡崎　彰

機 械 科
6名

機械電気科
2名

来　賓

A28酒井　保  A37森　芳信　A44水守恵子　A44森本良平　
A48田淵成明　A57中谷卓司　A57信原利行　A59尾川浩之

建 築 科
8名

C26佐藤裕能
土 木 科
1名

CI32松井駒治　CI37五十嵐三喜雄　CI38岩井　誠 
CI38宮田秀明  CI40菅家亘通　

工業化学科
5名

E29岩崎亮平　E29小林孝栄　E35田中　浩　E35芳仲　宏　
E36赤尾仁史　E36石垣英明　E36馬江治喜　E36笹治博司  
E36竹村繁幸　E41森兼良虎

電 気 科
10名

参加者32名+来賓2名　合計34名

ＪＲ〔新宿駅西口〕より　徒歩8分

東京メトロ丸ノ内線〔西新宿駅〕より　徒歩3分

都営地下鉄大江戸線〔都庁前駅〕　直上

交通のごあんない

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ総会

多数ご参加ください
同期・先輩・後輩お誘いあわせの上

昨年度総会・親睦会の様子

久保田氏のプロフィール等の詳細は2面に掲載しています。

南極地域観測隊として参加されたE57久保田氏
が今回の総会に合わせて大阪よりお越しいただ
き南極に関する講演をしていただくことが決定し
ました。
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第
３
回
目
の
M
M
S
講
座
が
首
題
の
テ
ー
マ

で
A
37
年
卒
森
芳
信
様
を
講
師
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
森
さ
ん
が
入
社
以
来
作
成
さ
れ
た

パ
ー
ス
の
中
か
ら
約
40
枚
を
選
択
さ
れ
、
１
枚

１
枚
の
思
い
出
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
ど
れ
を
と
っ
て
も
緻
密

な
絵
で
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
描
か
れ
た
も
の
と

感
心
す
る
と
共
に
、
こ
の
パ
ー
ス
を
制
作
す
る

こ
と
を
生
涯
の
仕
事
と
し
て
選
ば
れ
数
々
の
賞

を
取
ら
れ
た
こ
と
に
同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
も

の
と
し
て
非
常
に
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。
さ
て
、

パ
ー
ス
と
は
設
計
者
と
の
対
話
に
よ
り
設
計
意

図
や
表
現
方
法
等
の
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
に
基

づ
き
、
そ
れ
を
如
何
に
忠
実
に
、
か
つ
美
し
く

表
現
す
る
か
と
い
う
建
築
物
に
つ
い
て
の
技
術

的
特
徴
を
理
解
す
る
技
量
と
、
芸
術
性
を
高
め

る
ア
ー
ト
な
表
現
力
の
両
面
が
要
求
さ
れ
る
高

度
な
技
術
で
あ
る
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ス
は
建
築
設
計
競
技
の
場
合
、
応
募
図

書
の
一
部
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
設
計
の

受
注
の
有
力
な
武
器
と
な
る
場
合
と
、
設
計
が

完
了
し
た
建
築
物
を
正
確
に
か
つ
美
し
く
表
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
記
念
品
と
な
る

重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
良
く
判
り
ま
し
た
。

作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
森
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、
当
日
は
そ
の
一
端
を
発
表
し
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
特

に
森
さ
ん
の
思
い
出
深
い
作
品
を
4
例
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
本
稿
は
森
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

建
築
パ
ー
ス
は
、
基
本
構
想
・
基
本
設
計
・
実

施
設
計
の
各
段
階
で
必
要
に
応
じ
描
か
れ
ま
す
。

何
れ
の
段
階
で
も
、
設
計
図
が
基
と
な
り
ま
す

が
、
設
計
者
が
何
を
意
図
し
何
を
望
ん
で
い
る

か
を
を
的
確
に
掴
み
、
又
そ
れ
ら
に
対
し
て
提

案
を
す
る
等
設
計
者
と
の
対
話
が
大
変
重
要
な

要
素
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
偏
に
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
へ
最
良
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

為
で
す
。
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
で
見
か
け
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
完
成
予
想
図
も
建
築
パ
ー
ス
で

す
が
、
描
く
目
的
が
異
な
り
ま
す
。

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ　

断
面
パ
ー
ス

　
（
制
作
：
1
9
7
0
年
）

ン
の
例
が
、
あ
ま
り
無
く
、
こ
の
パ
ー
ス
以
降

建
築
雑
誌
等
で
断
面
パ
ー
ス
が
よ
く
見
掛
け
ら

れ
る
様
に
な
り
、
断
面
パ
ー
ス
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
魁
と
な
っ
た
と
云
え
ま
す
。

　

数
多
く
の
機
能

を
抱
合
す
る
大
規

模
複
合
建
築
を
１

枚
の
絵
で
説
明
で

き
る
方
法
を
求
め

ら
れ
、
断
面
パ
ー

ス
を
提
案
し
ま
し

た
。
従
来
こ
の
様

な
パ
ー
ス
で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

「プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務

 

４
１
年
の
作
品
と
よ
も
や
ま
話
」

  

を
聴
講
し
て

◇ 

設
計
者
と
の
対
話
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
る
パ
ー
ス 

◇

M
36　

西
村　

功

A
37　

森　

芳
信

　

今
回
都
島
ク
ラ
ブ
総
会
に
於
き
ま
し
て
、
左

記
の
特
別
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
南
極

地
域
観
測
隊
と
し
て
南
極
大
陸
を
体
験
さ
れ
た

久
保
田
氏
が
沢
山
の
写
真
・
動
画
等
を
用
い
て

判
り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ
る
予
定
で
す
。
是

非
と
も
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

総
会
特
別
講
演
会
の
ご
案
内

皆
様
の
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す

事
務
局
よ
り

2018年（平成30年）1月 第56号

第3回　MMS
開催日：平成29年9月22日
題名：プレゼンテーション業務
41年の作品とよもやま話
講師：A37　森　芳信氏

越冬隊集合写真

砕氷艦しらせ

海氷上を進む小型雪上車

ユーモラスなアデリーペンギン

Miyakojima
Club
Meeting
Salon

MMS
03

都島クラブ総会
特別講演会開催

2018.5.19

南極ってどんなところ？
日本南極地域観測隊に参加して

第55次日本南極地域観測隊
E57卒　久保田　弘氏

★
久
保
田　

弘
氏　

略
歴

・
昭
和
39
年 

 

大
阪
市
住
之
江
区
出
身

・
第
55
次
日
本
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
通
信
担
当
と
し

　

て
、
平
成
25
年
11
月
か
ら
平
成
27
年
3
月
ま
で
の
約
1

　

年
4
か
月
間
、
南
極
・
昭
和
基
地
に
赴
任
。

・
昭
和
基
地
で
は
、
主
と
し
て
無
線
局
の
運
用
、
無
線
設

　

備
の
保
守
に
従
事
。

・
現
在
、
総
務
省　

近
畿
総
合
通
信
局
に
勤
務
。

［
学
歴
］

　

昭
和
57
年
3
月　

大
阪
市
立
都
島
工
業
高
等
学
校

　

電
気
科
卒
業
。
在
学
中
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
同
好
会

　

に
所
属

　

昭
和
57
年
4
月　

大
阪
工
業
大
学　

工
学
部
電
子
工
学

　

科
入
学

　

昭
和
61
年
3
月　

大
阪
工
業
大
学　

工
学
部
電
子
工
学

　

科
卒
業

［
職
歴
］

　

昭
和
57
年
4
月　

郵
政
省　

近
畿
電
波
監
理
局
に
採
用

　

昭
和
61
年
4
月　

郵
政
省　

近
畿
電
気
通
信
監
理
局
に

　

勤
務

　

平
成
13
年
1
月　

総
務
省　

近
畿
総
合
通
信
局
に
勤
務

　

平
成
24
年
8
月　

総
務
省　

情
報
流
通
行
政
局
に
併
任

　

平
成
25
年
7
月　

総
務
省　

関
東
総
合
通
信
局
に
転
任
、

　

併
任
解
除
。
日
本
出
国
ま
で
、
国
立
極
地
研
究
所
に
お

　

い
て
、
南
極
地
域
観
測
に
向
け
た
訓
練
、
準
備
作
業
等

　

に
従
事

　

平
成
25
年
9
月　

文
部
科
学
大
臣
か
ら
第
55
次
南
極
地

　

域
観
測
隊
員
を
委
嘱
さ
れ
る
。

　

平
成
25
年
11
月　

日
本
出
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
由

　

で
南
極
へ

　

平
成
25
年
12
月　

南
極
・
昭
和
基
地
到
着

　

平
成
27
年
2
月　

南
極
・
昭
和
基
地
出
発
、
オ
ー
ス
ト

　

ラ
リ
ア
経
由
で
日
本
へ

　

平
成
27
年
3
月　

日
本
帰
国

　

平
成
27
年
4
月　

総
務
省　

近
畿
総
合
通
信
局
に
転
任
、

　

現
在
に
至
る
。

3
面
へ
続
く
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日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　
（
制
作
：
1
9
7
6
年
）

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー 

　
（
制
作
：
1
9
8
8
年
）

福
岡
タ
ワ
ー 

　
（
制
作
：
1
9
8
8
年
）

催
さ
せ
て
頂
く
為
に
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
に

伺
っ
た
折
、
通
さ
れ
た
会
議
室
に
何
と
２
０
年

余
り
前
に
自
ら
が
描
い
た
パ
ー
ス
が
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
言
葉
に
表
せ
な
い
感
激
を
お
ぼ
え
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
長
年
に
渡
り
パ
ー
ス
を
大
切

に
扱
っ
て
頂
け
た
事
に
感
謝
を
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

と
の
設
定
で
敢
え
て
夜
景
パ
ー
ス
と
し
た
事
が

イ
ン
パ
ク
ト
有
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

パ
ー
ス
の
寿
命

は
所
詮
、
建
築
物

が
竣
工
す
る
ま
で

と
言
う
の
が
通
常

で
、
画
家
の
描
く

絵
画
と
の
大
き
な

違
い
で
す
。
日
本

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
ホ
ー
ル
で
、

日

建

設

計

の

講

演
・
展
示
会
を
開

　

指
名
設
計
競
技

の
応
募
時
に
制
作

し

、

こ

の

プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
設
計

業
務
の
受
注
に
成

功
し
ま
し
た
。
最

上
階
照
明
の
点
灯

し
て
い
る
円
弧
状

の
部
分
が
、
区
議

会
議
場
で
す
。
深

夜
に
及
ぶ
区
議
会

　

1
8
8
9
年
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
【
よ
か

と
ピ
ア
】
に
向
け
て
計
画
さ
れ
た
タ
ワ
ー
で
す
。

竣
工
後
、
博
多
市
街
か
ら
ど
の
様
に
見
え
る
か

検
証
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
を
受
け
、
地
図
上

で
ベ
ス
ト
ア
ン
グ
ル
を
検
討
し
た
上
で
現
地
調

査
に
。
大
濠
公
園
よ
り
撮
影
の
写
真
に
作
図
、

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
仕
上
げ
を
し
ま
し
た
。

　

七
月
三
〇
日
、
三
一
日
と
舘
山
寺
温
泉
へ
行
っ
た
。

関
西
組
は
バ
ス
に
て
ホ
テ
ル
へ
、
関
東
組
は
そ
れ
ぞ
れ

直
接
ホ
テ
ル
へ
。
小
生
は
新
幹
線
で
浜
松
へ
、
駅
に
は

ヨ
シ
キ
（
X 

J
a
p
a
n
）
の
筺
体
を
透
明
ア
ク
リ
ル

で
造
っ
た
ピ
ア
ノ
が
飾
っ
て
あ
っ
て
、
ち
ぃ
っ
ち
ゃ
い

子
が
曲
を
弾
い
て
い
た
。
小
生
も
ポ
ロ
ン
ポ
ロ
ン
と

触
っ
て
み
た
。
駅
か
ら
無
料
バ
ス
で
（
関
東
組
は
ほ
と

ん
ど
一
緒
）
舘
山
寺
温
泉
へ
。
着
く
と
関
西
組
も
到
着

し
て
い
て
、
部
屋
へ
入
り
、
さ
っ
と
温
泉
に
つ
か
り
宴

会
場
へ
。
お
い
し
い
料
理
と
酒
、
懐
か
し
い
顔
。
理
事

長
や
、
近
江
さ
ん
（
元
科
学
技
術
庁
長
官
）
を
始
め
何

人
か
の
お
し
ゃ
べ
り
が
あ
り
、
小
生
も
し
ゃ
べ
ら
さ
れ

た
が
、
な
に
を
し
ゃ
べ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。
何
人

か
の
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
り
、
お
開
き
と
な
っ
た
。
一
部
屋

を
集
合
場
所
と
し
て
、
酒
と
つ
ま
み
を
用
意
、
大
勢
が

集
ま
り
再
び
宴
会
。
零
時
を
過
ぎ
て
も
終
わ
ら
な
か
っ

た
。
終
り
の
方
は
近
江
さ
ん
の
独
演
会
、
イ
ヤ
ー
お
元

気
で
あ
る
。
あ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
ど
こ
か
ら
？  

翌
日
は
温
泉
に
つ
か
り
朝
食
後
、
浜
名
湖
遊
覧
船
（
三

〇
分
コ
ー
ス
）
、
天
気
も
良
く
観
光
日
和
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
関
西
組
と
別
れ
、
関
東
組
は
路
線
バ
ス
を
利
用

し
て
、
「
新
居
関
所
跡
」
を
見
学
。
今
切
の
関
所
と
も

言
い
全
国
唯
一
、
通
行
証
文
や
手
形
が
残
さ
れ
て
い
る

国
の
特
別
史
跡
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
河
ド
ラ
マ
直
虎

所
縁
の
龍
譚
寺
へ
。
井
伊
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
う
ぐ

い
す
張
り
の
廊
下
や
左
甚
五
郎
の
龍
の
彫
刻
、
小
堀
円

周
作
の
庭
を
見
学
。
バ
ス
で
浜
松
へ
、
浜
松
駅
で
鰻
や

鱧
を
食
べ
、
酒
を
飲
み
解
散
。
い
い
旅
と
な
っ
た
。
お

土
産
に
う
な
ぎ
弁
当
を
買
っ
て
帰
っ
た
が
、
一
歳
半
の

孫
が
パ
ク
パ
ク
と
半
分
を
た
い
ら
げ
た
。
旨
い
国
産
は

分
か
る
ら
し
い
。

E
36　

赤
尾　

仁
史

サゴーロイヤルホテル前にて

浜名湖遊覧船にて

MMS
04

2
面
よ
り

【第
4
回
都
島
ク
ラ
ブ
・

技
術
を
語
る
夕
べ
】開
催
の
ご
案
内

創
立
一
一
〇
周
年
記
念

東
西
合
同
懇
親
会
旅
行
に
参
加
し
て

M
M
S
実
行
委
員
会

　

第
4
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

先
輩
や
後
輩
が
技
術
を
題
材
と
し
た
こ
れ
ま
で
の

経
験
、
伝
承
し
た
い
こ
と
を
語
り
、
後
輩
に
お
い

て
は
各
分
野
で
の
現
状
報
告
や
最
新
の
状
況
を
先

輩
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
会
員
間
の
親
睦
を

図
り
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
終
了
後
は
付
近
で
の

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講　
　

師　

M
E
H
16　

岡
崎　

彰
氏

内　
　

容　

『
A
I
の
展
望
』

開 

催 

日　

3
月
2
日
（
金
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

開
催
場
所　

六
甲
ク
ラ
ブ
・
帝
劇
ビ
ル
B
2

会　
　

費　

2
0
0
0
円
（
懇
親
会
費
別
）

申
込
締
切　

2
月
20
日
（
水
）

申
込
方
法　

事
務
局
・
馬
江
ま
で
科
、
卒
年
、
氏
名

　
　

 

　
　

を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

　
　
　
　

 

て
御
申
込
み
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 0
4
5
-
8
4
1
-
8
8
8
5

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

　

次
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
は
平
成
卒
業
の
岡
崎
氏
が
最
新
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
下
さ
い
ま
す
。

★
岡
崎　

彰
氏　

略
歴

平
成
13
年
4
月　

大
阪
市
立
都
島
工
業
高
等
学
校 

機
械

電
気
科 

入
学

平
成
16
年
3
月　

同 

卒
業

平
成
16
年
4
月　

大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校 

電
子

情
報
工
学
科
※
1　

編
入
学

平
成
18
年
3
月　

同 

卒
業

平
成
18
年
4
月　

大
阪
電
気
通
信
大
学 

総
合
情
報
学
部

※
2　

情
報
工
学
科 

編
入
学

平
成
20
年
3
月　

同 

卒
業

平
成
20
年
4
月　

同
大
学 

大
学
院 

工
学
研
究
科 

情
報

工
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程 

入
学

平
成
22
年
3
月　

同 

修
了

平
成
22
年
4
月　

メ
デ
ィ
ア
ド
ラ
イ
ブ
株
式
会
社
※
3 

入
社　
　
　
　
　

現
在
に
至
る

※
1　

現 

大
阪
府
立
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校 

総
合
工

学
シ
ス
テ
ム
学
科 

電
子
情
報
コ
ー
ス

※
2　

現 

情
報
通
信
工
学
部

※
3　

現 

株
式
会
社
エ
ヌ
ジ
ェ
ー
ケ
ー

Miyakojima
Club
Meeting
Salon
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訃報

見学会
報告

E18/12年卒　中山　忠晴氏 平成29年3月

M18/9年卒　永島　精一氏　不明

E38年卒　　青木　隆　　　平成29年8月

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

次号のMニュースは平成30年7月

発行予定です。

懇親会ランチの麻生屋さんの前で

運河越しのナイスアングル（笹治氏撮影）

うなぎランチの懇親会

岡田宏三氏偲ぶ会にて

岡田苑子さん挨拶

　

平
成
29
年
10
月
28
日
（
土
）
、
東
京
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー　

ガ
レ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
故
・
岡

田
宏
三
さ
ん
の
お
別
れ
会
」
に
出
席
し
ま
し
た
。　

今
年
（
平
成
29
年
）
の
1
月
31
日
、
夢
の
国
へ
旅
立

た
れ
ま
し
た
が
、
A
28
の
卒
業
生
で
、
都
島
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
多
大
の
貢
献
・
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
割
愛
）
彼
の
個
展
も
拝
見
し
ま
し
た
が
、

本
当
に
、
素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
ど
こ
か
ら
あ
の
よ

う
な
ユ
ー
モ
ア
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
交
え
た
感
じ
が
す
る

作
品
群
が
創
り
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

や
は
り
、
彼
の
人
間
性
の
発
露
だ
と
思
い
ま
す
。
縁

あ
っ
て
、
お
別
れ
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
ご
家
族

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
夢
見
る
夢
男
の
ま
ま
」
旅

立
た
れ
た
そ
う
で
す
。
お
別
れ
会
に
は
、
彼
の
交
遊

録
を
表
現
す
る
芸
達
者
な
方
々
が
参
加
さ
れ
、
ピ
ア

ノ
演
奏
、
独
唱
、
弾
き
語
り
と
独
白
等
、
一
流
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
連
続
で
、
ピ
ア
ノ
好
き
の
岡
田
さ

ん
が
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
、
「
遅
く
な
っ
て
、
ス
マ
ン

ス
マ
ン
」
と
、
姿
を
見
せ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

会
場
の
設
定
で
目
を
引
い
た
の
が
、
彼
の
作
品
群
が

ず
ら
っ
と
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
脇
に
、
「
断
捨

離
を
宜
し
く
」
と
の
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。
要
は
、

参
加
者
が
欲
し
い
品
に
、
自
分
の
名
前
を
記
し
た
付

箋
を
張
り
、
最
後
に
持
ち
帰
っ
て
も
良
い
と
の
趣
旨

の
表
示
で
し
た
。
こ
れ
は
、
彼
の
作
品
の
処
分
と
思

い
出
を
兼
ね
備
え
た
試
み
で
、
あ
る
意
味
で
は
、
彼

の
作
品
を
参
加
者
の
思
い
出
と
し
て
、
持
ち
帰
っ
て

下
さ
い
と
言
う
、
岡
田
さ
ん
の
最
後
の
プ
レ
セ
ン
ト

で
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
挨
拶
も
、
湿
っ
ぽ
い
も

の
で
は
な
く
、
都
島
ク
ラ
ブ
代
表
の
信
原
氏
も
、

「
敢
え
て
、
先
輩
と
呼
ば
せ
て
下
さ
い
。
」
と
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
姿
勢
で
、
「
仕
事
の
進
め
方
」
を
指
導

し
て
も
ら
っ
た
逸
話
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
都
島

の
諸
先
輩
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
奥
様
の
苑
子
様

（
会
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、
ソ
ノ
コ
で
は
な
く
、
親

し
み
を
込
め
て
、
エ
ン
コ
、
エ
ン
コ
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
）
、
ご
子
息
の
純
一
様
が
意
図
さ
れ
た
、
「
明

る
く
楽
し
く
送
る
」
こ
と
を
狙
い
と
し
た
「
お
別
れ

会
」
は
、
大
成
功
だ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
都

島
ク
ラ
ブ
総
会
に
お
け
る
演
奏
、
都
島
ク
ラ
ブ
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
、
M
ニ
ュ
ー
ス
記
念
冊
子
の
デ
ザ

イ
ン
、
替
え
歌
の
名
手
、
母
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整

備
の
逸
話
等
々
を
記
せ
ば
限
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日

は
、
台
風
が
も
た
ら
す
雨
に
加
え
て
、
本
当
に
肌
寒

い
で
す
。
岡
田
さ
ん
が
手
が
け
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
ゆ
か
り
の
ナ
ビ
ス
コ
の
チ
ッ
プ
ス
タ
ー
（
本
わ

さ
び
）
を
囓
り
な
が
ら
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
チ
ビ
チ
ビ

舐
め
舐
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
、
本
稿
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。　

少
し
、
酔
い
が
回
っ
て
来
た

み
た
い
で
す
。　

最
後
に
、
素
晴
ら
し
い
岡
田
先
輩

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切

り
ま
す
。　

合
掌
。

出
て
、
横
須
賀
線
逗
子
駅
か
ら
成
田
線
佐
原
駅

ま
で
、
3
時
間
弱
、
電
車
に
揺
ら
れ
て
い
ま
し

た
。　

関
東
青
甍
会
か
ら
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
「
小
江
戸
の
風
情
を
感
じ
る
水
郷
佐
原
」
、

「
古
い
町
並
み
が
残
る
小
野
川
沿
い
の
散
策
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
当
日
は
朝
か
ら
冷
た

い
雨
の
中
を
、
た
だ
ひ
た
す
ら
、
「
ウ
ナ
ギ
ラ

ン
チ
」
を
楽
し
み
に
、
び
し
ょ
濡
れ
の
散
策
で
、

帰
宅
し
た
の
は
夜
9
時
過
ぎ
と
な
り
、
結
局
、

J
R
に
6
時
間
余
揺
ら
れ
た
1
日
で
し
た
。
事

前
に
、
佐
原
迄
の
時
間
を
し
っ
か
り
と
把
握
す

る
べ
き
で
し
た
。
本
当
は
、
成
田
エ
ク
ス
プ
レ

ス
に
乗
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
難
行
苦
行
の
1
日
も
、
ふ
り
か
え
れ

ば
、
非
日
常
の
1
日
を
過
ご
せ
て
、
良
か
っ
た

で
す
。　

先
日
、
新
聞
を
整
理
し
て
い
た
ら
、

1
0
月
1
8
日
付
、
日
経
紙
の
夕
刊
に
、
「
忠

敬
ゆ
か
り
の
地　

自
分
に
重
ね
て
」
と
題
す
る

記
事
の
中
に
、
演
歌
歌
手
の
原
田
悠
里
が
佐
原

を
舞
台
に
し
た
「
佐
原
雨
情
」
を
発
表
し
た
記

事
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
、
1
0
月

1
4
日
（
土
）
は
、
雨
の
中
を
う
ろ
つ
い
た

「
佐
原
雨
情
」
の
日
で
し
た
。
記
事
の
内
容
は
、

日
本
地
図
を
作
る
た
め
、
伊
能
忠
敬
が
5
0
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
全
国
測
量
の
旅
に
出
て
、
「
こ

の
一
歩
か
ら
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
と
、
演
歌
歌

参
加
者　

M
34
石
川
、
M
36
西
村
、
E
35
芳
仲
、

E
35
田
中
、
E
36
笹
治
、
A
28
酒
井
、
A
37
森
、

A
44
森
本
、
A
57
信
原
（
同
伴
1
名
）
の
計
10
名
。

青甍会

手
の
原
田
悠
里
が
、
お
の
れ
の
歌
手
生
活
を
「
こ

の
一
歩
か
ら
」
と
気
持
ち
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
の

趣
旨
で
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、
町
の
中
に
、
「
佐

原
雨
情
」
・
「
ご
て
や
ん
の
歌
」
と
題
す
る
ポ
ス

タ
ー
が
張
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
記
事
の
こ
と
だ
っ

た
の
か
と
納
得
し
ま
し
た
。
な
お
、
「
こ
の
一
歩

か
ら
」
の
石
碑
は
、
伊
能
忠
敬
旧
邸
に
あ
る
の
で

す
が
、
「
ウ
ナ
ギ
ラ
ン
チ
」
の
時
間
が
迫
っ
て
い

た
の
で
、
パ
ス
し
ま
し
た
。
今
、
手
元
に
、
伊
能

忠
敬
記
念
館
の
入
館
券
と
雨
に
濡
れ
た
し
わ
く

ち
ゃ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
佐
原

の
町
自
体
は
、
江
戸
時
代
か
ら
利
根
川
の
水
運
の

中
継
地
と
し
て
栄
え
、
町
屋
、
土
蔵
、
レ
ン
ガ
の

町
並
み
残
っ
て
い
て
、
国
の
「
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
」
な
の
で
す
が
、
由
緒
あ
る
建
物

を
じ
っ
く
り
と
見
学
す
る
こ
と
な
く
、
雨
に
降
ら

れ
て
、
散
策
と
い
う
よ
り
は
、
た
だ
た
だ
ひ
た
す

ら
歩
い
て
、
ト
イ
レ
を
見
つ
け
て
は
ホ
ッ
ト
し
た

だ
け
で
し
た
。

「
ウ
ナ
ギ
ラ
ン
チ
」
の
後
、
佐
原
駅
へ
の
帰
途
は
、

1
4
台
の
山
車
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
山
車
の
主
役
の
人
形
は
雨
を
避
け
る
た

め
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
、
イ
ベ
ン
ト

は
見
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
人
混
み
の
中
を
雨

に
降
ら
れ
な
が
ら
、
帰
り
の
電
車
へ
と
急
ぎ
ま
し

た
。
し
か
し
、
帰
り
の
電
車
に
乗
り
遅
れ
て
、
次

の
電
車
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
と
、
駅
の
待
合

室
で
、
じ
っ
と
我
慢
の
す
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た

が
、
待
合
室
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
、
大
祭
の
模
様

が
解
説
付
き
で
放
映
さ
れ
て
お
り
、
威
勢
の
良
い

お
姉
様
方
の
手
舞
い
、
山
車
の
集
結
、
「
の
の
字

ま
わ
し
」
が
写
さ
れ
時
間
の
経
つ
の
も
あ
っ
と
言

う
間
で
し
た
。
待
合
室
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
見
た

お
陰
で
、
な
ん
と
な
く
本
番
の
大
祭
を
楽
し
ん
だ

気
に
な
り
ま
し
た
。

水
郷
佐
原
の
散
策
行

故
・岡
田
宏
三
さ
ん
の
お
別
れ
会

E
35　

芳
仲　

宏

E
35　

芳
仲　

宏

　

平
成
29
年
10
月
14

日
（
土
）
関
東
青

甍
会
主
催
の
「
水

郷
佐
原　

古
い
町

並
み
が
残
る
小
野

川
沿
い
の
散
策
」

に
参
加
し
た
。
朝
、

8
時
過
ぎ
に
自
宅
を
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